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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 16日 (2006.8.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

の 中 央 部 に 嵌 合 し た を 設 け 、 当 該 に 一 定 の 間 隔 を 保 持 し て 、 ボ イ ス コ
イ ル を 配 置 し た 円 形 ヨ ー ク 。 当 該 円 形 ヨ ー ク か ら 一 定 の 間 隔 を 保 持 し て 、 筒 形 マ グ ネ ッ ト
を 配 置 し 、 当 該 筒 形 マ グ ネ ッ ト を 狭 着 又 は 接 着 固 定 す る 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー に 振 動 板 固 定
部 を 設 け 、 振 動 板 に 振 動 子 を 接 合 し た 当 該 振 動 板 を 励 磁 力 調 整 用 の 微 細 な 間 隔 を 維 持 す る
た め の 間 隔 維 持 部 材 を 挟 み 込 ん で 固 定 し て 成 る 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー 及 び 前 記 間 隔 維 持 部 材 は 、 非 磁 性 体 の 金 属 部 材 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、
プ ラ ス チ ッ ク 等 を 使 用 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 振 動 板 と 前 記 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 前 記 振 動 板 固 定 部 の 間 に 、 励 磁 力 調 整 用 の 微 細
な 間 隔 を 維 持 す る た め の 間 隔 維 持 部 材 を 挟 み 込 む こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 導
ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 円 形 ヨ ー ク に 当 接 す る 側 の 前 記 振 動 板 の 表 面 に 前 記 振 動 子 の 裏 面 を 同 一 平 面 に 位 置
す る 接 合 を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 書 類 名 】 明 細 書
　 　 【 発 明 の 名 称 】 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト
　 　 【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

鉄 芯 保 持 板 鉄 芯 鉄 芯



　 　 【 技 術 分 野 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト 、 よ り 詳 し く は 頭 部 に 密 着 ま た は 、 圧 着 さ せ て 、 音 信 号
の 振 動 を 頭 蓋 骨 等 か ら 蝸 牛 へ 直 接 的 に 伝 達 さ せ る こ と に よ り 音 声 等 を 聴 取 す る 骨 導 ス ピ ー
カ ユ ニ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
　 　 【 背 景 技 術 】
　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 骨 導 ス ピ ー カ は 、 電 気 的 信 号 を 振 動 に 変 換 し 、 こ の 振 動 を 聴 覚 器 官 の 蝸 牛 へ 直 接
的 に 伝 え る 骨 導 音 伝 達 と し て 、 多 様 に 開 発 が 行 わ れ 、 実 用 化 さ れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 健 常 者 及 び 健 聴 者 が 音 信 号 を 聴 取 す る 場 合 の 伝 達 経 路 は 、 気 導 音 伝 達 が 一 般 的 で あ り 、
公 知 の ス ピ ー カ が 用 い ら れ 、 周 波 数 帯 域 の 広 帯 域 化 が 要 求 さ れ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 骨 導 ス ピ ー カ の 用 途 は 、 骨 導 音 伝 達 の た め 、 難 聴 者 や 騒 音 下 で も 音 を 認 識 す る こ と が で
き る 。 逆 に 、 周 囲 の 騒 音 が 激 し い 場 所 で は 耳 栓 を 使 用 し て 聴 覚 器 官 を 保 護 で き る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 人 間 個 々 は 聴 取 感 覚 に 差 が あ る た め 、 個 々 の 特 定 周 波 数 帯 域 に 絞 っ た 骨 導 ス ピ
ー カ を 開 発 す る こ と が 難 し い と い う 問 題 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 周 波 数 帯 域 を 広 帯 域 化 す る た め 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 、 出 力 効 率 、 出 力 歪 み の 最 適 化
を 容 易 に 実 現 で き な い と い う 問 題 が あ る 。
　 　 【 発 明 の 開 示 】

　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う す る 課 題 】
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の 骨 導 ス ピ ー カ で は 難 し か っ た 人 間 個 々 の 聴 取 能 力 に 対 応 し た 特 定 周 波 数 帯 域 で の
安 定 化 及 び イ ン ピ ー ダ ン ス 、 出 力 効 率 、 出 力 歪 み の 最 適 化 を 容 易 に 実 現 で き る 骨 導 ス ピ ー
カ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 の 中 央 部 に 嵌 合 し た を 設 け 、 当 該 に 一 定 の 間 隔 を 保 持 し
て 、 ボ イ ス コ イ ル を 配 置 し た 円 形 ヨ ー ク と し 、 円 形 ヨ ー ク か ら 一 定 の 間 隔 を 保 持 し て
、 筒 形 マ グ ネ ッ ト を 配 置 し 、 当 該 筒 形 マ グ ネ ッ ト を 狭 着 又 は 接 着 固 定 す る 筒 形 ス タ ビ ラ イ
ザ ー に 振 動 板 固 定 部 を 設 け 、 振 動 板 の 表 面 に 振 動 子 の 裏 面 を 同 一 平 面 に 位 置 す る よ う に 接
合 し た 当 該 振 動 板 と の 間 に 間 隔 維 持 部 材 を 挟 み 込 ん で 固 定 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 外 形 に と ら わ れ な い 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 配 置 及 び 円 形 ヨ ー ク に 当 接 す
る 側 の 振 動 板 の 裏 面 と 振 動 子 の 裏 面 を 同 一 平 面 に 位 置 す る よ う に 接 合 す る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー 及 び 振 動 板 と 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 振 動 板 固 定 部 の 間 に 、 励 磁 力 調
整 用 の 微 細 な 間 隔 を 維 持 す る た め 、 間 隔 維 持 部 材 を 挟 み 込 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー を 配 置 す る こ と で 、 特 定 周 波 数 帯 域 の 安 定 化 と 出 力 歪 み
を 最 適 化 で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ２ 】

筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 配 置 と 円 形 ヨ ー ク に 当 接 す る 側 の 振 動 板 の 表 面 と 振 動 子
の 裏 面 を 同 一 平 面 に 位 置 す る よ う に 接 合 す る こ と で 、 特 定 周 波 数 帯 域 の 安 定 化 と 出 力 効 率
、 出 力 歪 み の 最 適 化 を 容 易 に 実 現 で き る 。
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　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 振 動 板 と 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 振 動 板 固 定 部 の 間 に 挟 み 込 む 間 隔 維 持 部 材 の 厚
み を 変 え る こ と で 、 励 磁 力 を 容 易 に 調 整 で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 同 心 円 状 に 配 置 さ れ た 、 ボ イ ス コ イ ル 、 ボ イ ス コ イ ル 用 線 材 、 筒 形 マ グ ネ ッ ト 、 筒
形 ス タ ビ ラ イ ザ ー 、 間 隔 維 持 部 材 、 振 動 板 、 振 動 子 の 外 形 及 び 内 径 、 長 さ 、 材 質 、 線 径 等
を 変 更 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 。
　 　 【 発 明 を 実 地 す る た め の 最 良 の 形 態 】
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 わ る 骨 導 ス ピ ー
カ ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。 １ ０ の 中 央 部 に ６ を 嵌 合 １ ２ し 、 ６ の 同
一 円 周 上 に 一 定 の 間 隔 を 保 持 し た ボ イ ス コ イ ル ８ 、 筒 形 マ グ ネ ッ ト ７ 、 筒 形 マ グ ネ ッ ト ７
を 狭 着 １ １ 又 は 接 着 １ １ 固 定 す る 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー １ を 配 置 し 、 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー １
へ 振 動 板 ４ の 表 面 に 振 動 子 ５ の 裏 面 を 接 合 １ ３ し た 当 該 振 動 板 に 間 隔 維 持 部 材 ２ を 挟 み 込
ん で 、 ビ ス ３ で 固 定 す る 構 造 に な っ て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー １ の 外 形 は 、 円 形 又 は 、 四 角 、 多 角 形 で あ っ て も よ い が 、 筒 形 マ グ
ネ ッ ト ７ を 狭 着 １ １ 又 は 接 着 １ １ 固 定 で き る 必 要 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ ７ 】

６ を 嵌 合 １ ２ し た １ ０ の 寸 法 は 、 筒 形 マ グ ネ ッ ト ７ の 外 径 よ り 少 し 小 さ め
か 、 同 一 で あ っ て 、 ボ イ ス コ イ ル ８ の 周 波 数 特 性 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 等 の 仕 様 に よ り 変 わ る
。
　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー １ と 間 隔 維 持 部 材 ２ は 、 非 磁 性 体 部 材 を 使 用 す る こ と に よ り 、 特 定
周 波 数 帯 域 の 安 定 化 と 励 磁 力 の 調 整 が で き 、 出 力 歪 み を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 直 角 方 向 の 断 面 図 で あ り 、 当 該 円 形 ヨ ー ク に 当 接 す る 側 の 振 動 板 ４ の 表
面 と 振 動 子 ５ の 裏 面 を 同 一 平 面 に 位 置 す る よ う に 接 合 １ ３ す る こ と で 、 ボ イ ス コ イ ル ８ で
発 生 す る 振 動 が 効 率 よ く 伝 達 さ れ 、 周 波 数 帯 域 の 安 定 化 と 出 力 歪 み を 減 少 で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 組 立 作 業 に お い て 、 に ６ を 嵌 合 １ ２ し 、 ボ イ ス コ イ ル ８ の リ ー ド 線
を １ ０ の 小 穴 か ら 引 き 出 し 、 プ リ ン ト 基 板 ９ を １ ０ に 接 着 １ １ し 、
プ リ ン ト 基 板 パ タ ー ン １ ６ に 半 田 付 け １ ７ を 行 う 。
　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 筒 形 マ グ ネ ッ ト ７ を 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー １ の 表 面 よ り 多 少 の 隙 間 を 維 持 し て 、 狭 着 １ １
又 は 接 着 １ １ す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 振 動 板 ４ の 表 面 に 振 動 子 ５ の 裏 面 を 同 一 平 面 に 位 置 す る よ う に 接 合 １ ３ す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 組 立 が 完 了 し た 円 形 ヨ ー ク を 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 筒 形 マ グ ネ ッ ト ７ 下 部 に 接 着 １
１ す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 組 上 げ た 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー の 振 動 板 固 定 部 １ ５ に 間 隔 維 持 部 材 ２ を 挟 み 込 み 、 振 動 子
５ が 接 合 １ ３ さ れ た 当 該 振 動 板 を ビ ス ３ で 固 定 す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト は 、 組 立 作 業 工 程 の 大 幅 な 短 縮 を 実 現 で き
、 強 度 的 に も 過 酷 な 環 境 下 で の 使 用 に 耐 え ら れ る 効 果 が あ る 。
　 　 【 実 施 例 】
　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト は 、 骨 導 ス ピ ー カ ヘ ッ ド ホ ン 、 マ イ ク と 組 合 せ た 骨 導 ヘ
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ッ ド セ ッ ト 、 水 中 用 骨 導 ス ピ ー カ 等 に 実 施 で き る 。
　 　 【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 【 図 １ 】 　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト を 組 み 上 げ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】 　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の 図 １ の 直 角 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】 　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト を 組 み 上 げ た 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】 　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の 振 動 板 及 び 振 動 子 を 取 り 除 い た 平 面 図 で
　 　 あ る 。
　 　 【 図 ５ 】 　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト を 組 み 上 げ た 状 態 の 底 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ 】 　 本 発 明 の 骨 導 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の ボ イ ス コ イ ル 、 リ ー ド 線 引 出 し 用 の プ リ
　 　 ン ト 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 　 筒 形 ス タ ビ ラ イ ザ ー
２ 　 　 間 隔 維 持 部 材
３ 　 　 ビ ス
４ 　 　 振 動 板
５ 　 　 振 動 子
６
７ 　 　 筒 形 マ グ ネ ッ ト
８ 　 　 ボ イ ス コ イ ル
９ 　 　 プ リ ン ト 基 板
１ ０
１ １ 　 接 着 部 又 は 、 狭 着 部
１ ２ 　 嵌 合 部
１ ３
１ ４ 　 取 り 付 け 用 タ ッ プ
１ ５ 　 振 動 板 固 定 用 タ ッ プ
１ ６ 　 プ リ ン ト 基 板 パ タ ー ン
１ ７ 　 ボ イ ス コ イ ル 半 田 面
１ ８ 　 リ ー ド 線 引 出 し 用 半 田 面
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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